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丸
か
ら
国
道

3
8
1
号

和

を
東
へ
。
四
万
十
川
の
向

こ
う
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
銀

河
や
斎
場
を
眺
め
な
が
ら
さ
ら

に
進
む
と
、
ま
も
な
く
左
側
に

南
川
口
の

「街
」
が
現
れ
る
。
井

細
川
が
四
万
十
川
に
合
流
す
る

「川
の
口
」
で
あ
る
。
現
在
、

72
世

帯
ー
5
7
人
が
塙
ら
し
て
い
る
。

大
向
か
ら
南
川
口

の
間
に

た
ち
め

「
立
目
」

と
い
う
字
名
が
あ
る
の

り
っ
せ
い

だ
が
、
そ
れ
よ
り
西
の
地
域
を
「
立
西
地

区
」
と
い
う
。古
く
は
、
窪
川
郷
に
対
し
て
、

こ
の
立
西
地
区
を
井
細
川
郷
と
い
っ

た
。

こ
の
井
細
川
郷
を
形
成
す
る
村
々
を
井
細

川
六
ヶ
村
と
い
い
、
野
地
、
家
地
川
、
秋
丸
、

川
口
（
現
南
JIi
口
）
、
寺
野
、
桧
生
原
が
こ
れ

に
あ
た
る
。
中
で
も
、
川
口
は
こ
れ
ら
六
ヶ

村
の
中
で
も
「
首
都
」
の
よ
う
な
存
在
で

あ
っ
た
。

そ
の
理
由
の

一
っ
と
し
て
、
井
細
川
上

流
域
の
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
る
良
質
の
桧

や
杉
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
「
折
合
ヒ
ノ

キ
」
は
人
気
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

っ
た
。
こ
こ
南

川
口
は
、
林
業
の
拠
点
と
し
て
長
く
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
切
り
出
し
た
木
材
は
ト
ロ
ッ
コ

に
積
み
、
南
川
口
ま
で
敷
か
れ
た
鉄
路
で

運
ん
だ
。
そ
し
て

一
旦
貯
木
場
で
降
ろ
し

た
後
、
四
万
十
川
を
船
で
下
っ
て
い
っ
た
。

貯
木
場
は
、
現
在
は
川
口
小
学
校
の
校
庭

と
な

っ
て
い
る
。
昭
和
の
後
期
ま
で
は
、
医

院
、
薬
局
、
旅
館
、
駐
在
所
、
幾
つ
か
の
飲
食

店
な
ど
が
あ
り
、
ま
さ
に

「小
さ
な
首
都
」

と
言
え
る
に
ぎ
わ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
南
川
口
の
産
土
神
（
氏
神

様
）
は
、
南
川
ロ
バ
ス
停
前
に
あ
る
河
内
神

社
で
あ
る
。
境
内
に
は
、

町
指
定
文
化
財
の

「河
内
神
社
の
大
杉
（
鳥
居
大
杉
）
」
が
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
の
半
ば
ま
で
、
こ
こ
に
保
育
施

設
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
遊
具

が
残
っ
て
い
る
。

さ
て
、
戦
国
期
、
現
在
の
川
口
小
学
校
の

裏
山
に
川
口
城
と
い
う
山
城
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
数
多
く
の
歴
史

家
が
そ
の
存
在
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
が
、

山
の
ど
の
辺
り
に
あ
っ
た
か
は
確
定
で
き

て
い
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
な
ど
に
よ

り
、
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
い
う
が
、

城
主
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、

山
の
麓
に
今
も
あ
る
雲
龍
寺
と
い
う
お
寺

が
、
城
主
の
菩
提
寺
で
は
な
い
か
と
み
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
雲
龍
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
観
音
菩

薩
は
素
朴
で
あ
る
が
、
顔
立
ち
が
た
い
ヘ

ん
美
し
く
、

腕
の
あ
る
仏
師
の
作
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
脇
を
固
め

る
地
蔵
菩
薩
な
ど
も
作
品
性
が
高
く
、

一

見
の
価
値
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。 町指定文化財の「河内神社の大杉（鳥居大杉）」

町のうこき

(5月10日）

男

女

計

世帯数

人口

8,088 

8,953 

17041 
＇ 

8,495 

前月比

2 

-1 

1 

17 

男
一女
一計

生
＿
5
-3
-8

出 死 亡転入転出

8 39 34 

8 31 27 

16 70 61 

(5月中の届出）

リン酸

硝酸

アンモニウム

アニオン活性剤

化学的酸素要求屋

窪川地域 12.063人 大正地域 2.379人 十和地域 2.599人

四万十川の

水質状況

適正値(mg/I) 5月14巳

~ 1.0 測定範囲以下

~0.5 測定範囲以下

~ 5.0 測定範囲以下

~ 1.0 0.15 

~ 10.0 1.214 

調査・ 大正 （吾川）
資料：四万十高校自然環境部
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